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『宏
智
禅
師
広
録
』
全
九
巻
の
中
に
、
一
、
「現
成
」
と
云
う
語
が
ど
の
よ
う

に
使
用
さ
れ
、
二
、
そ
れ
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
か
の
二
点
に
つ
い
て
考
察

し
、
諸
先
生
方
の
こ
叱
声
を
賜
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
出
典
を
挙
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

(
1
)
、
遇
飯
開
口
要
行
移
脚

自
是
現
成
誰
能
造
作
。
(続
蔵
経
第
二
編
第
二

九
套
第
四
冊
、
以
下
省
略
、
巻
一
ー
三
三
四
右
上
)

(2)
、
頭
頭
和
合
因
縁

恰
恰
現
成
公
案
。
(同
ー
三
三
七
左
上
)

(3)
、
心
心
相
印
、
法
法
現
成
。
(巻

一
-
三
三
九
右
下
)

(
4
)
、
達
磨
西
来
、
以
底
事
現
成
円
満
而
伝
密
密
心
。
(巻
二
ー
三
三
九
左
下
)

(
5
)
、
現
成
処
処
合
頭
句
、
具
ハ足
人
人
知
見
香
、
(巻
一
ー
三
四
〇
左
上
)

(
6
)
、
処
処
清
白
家
風

人
人
見
成
活
計
、
正
懲
磨
時

具
道
、
作
麿
生
是
見

成
受
用
底

(巻

一
-
三
四
一
右
下
)

(
7
)
、
根
々
塵
々
無
非
仏
事

行
々
歩
々
皆
是
道
場
、
恰
恰
現
成

無
二
綜
毫

移
易
処

到
者
裡

祖
師
無
分
外
授
手
底
法

諸
仏
無
分
外
相
伝
底
心

元
不

盈
余

何
嘗
欠
少

(巻
一
-
三
四
三
右
下
)

(8)
、
堂
堂
不
昧
恰
恰
現
成

(巻
一
ー
三
四
四
左
上
)

(
9
)
、
被

一
時
坐
却
不
許
分
疎

然
而
公
案
現
成
。
(巻
一
ー
三
四
五
右
上
)

(
1
0

)
、
離
念
見
仏
破
塵
出
経

現
成
家
法
誰
立
門
挺
、
(巻
二
ー
三
五
二
左
下
)

(1
1
)
、
見
成
公
案

爾
若
道
拠
疑
結
案

我
知
禰
未
識
玄
沙
。
(巻
三
-
三
六

一
左
下
)

(1
2
)
、
見
成
平
等
遊
践

(戯
)
自
在
底
漢
。
(巻
四
-
三
六
四
左
下
)

(1
3
)
、
踏
破
草
鮭

赤
脚
行
見
成
底
事

休
回
互
不
回
互

大
竜
不
受
玄
沙
隔

前
面
斑
斑
元
是
虎
。
(巻
四
ー
三
七
一
左
下
)

(
1
4

)
、
柄
僧
家

能
想
麿
現
成

能
急
麿
変
転

能
急
磨
受
用

能
急
慶
方
円

(巻
四
ー
三
七
八
右
上
)

(
1
5
)
、

如
何
得
慈
麿
見
成
受
用
去

(巻
四
i
三
八
○
左
下
)

(1
6
)
、
旅
雛
木
杓
銭
貫
井
索

受
用
見
成

家
風
廓
落
(巻
四
-
三
八
一
左
上
)

(
1
7

)
、
地
蔵
哉
田
博
飯
、
南
泉
買
鎌
割
禾

六
祖
負
春
明
歴
歴
、
金
牛
棒
鉢
笑

呵
呵
、
見
成
受
用
、
分
暁
来
麿
。
(巻
四
i
三
八
二
右
下
)

(
1
8

)
、
物
物
現
成
観
自
在

人
人
具
ハ足
常
不
軽
、
(
巻
四
-
三
八
七
右
上
)

(
1
9

)
、
平
平
坦
坦

法
法
見
成

人
平
不
語
、
水
平
不
流
。
(巻
五
-
三
九
〇

左
上
)

(
2
0
)
、

見
成
公
案
子
是
須
徹
根
徹
源
去

(巻
五
-
三
九
七
右
上
)

(
2
1

)
、
通
身
手
眼
恰
恰
現
成

方
是
柄
僧
得
大
受
用
処
。
(巻
五
-
三
九
八
左

下
)(

2
2

)
、
自
然
見
成
、
若
於
一
切
処
百
雑
砕

(巻
五
ー
四
〇

一
右
下
)

(
2
3
)
、

歴
歴
不
昧

処
処
現
成

二
念
万
年

初
無
住
相

(巻
六
ー
四
〇
四
右

下
)

(2
4
)法
法
自
然

妙
超
語
路

見
成
不
問
。
(巻
六
ー
四
〇
五
右
上
)

(
2
5
)
、

只
箇
家
風

処
処
現
成

任
君
収
拾
。
(巻
六
ー
四
〇
八
右
下
)

(
2
6

)
、
公
案
見
成
知
味
底
、
一
千
二
百
柄
僧
家

(巻
八
-
四
二
三
左
下
)

(
2
7
)
、

根
根
塵
塵
分
元
自
現
成

仏
仏
祖
祖
分
何
労
施
設
。
(巻
九
-
四
五
一

右
下
)
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右
の
如
く
合
計
二
八
回
で
あ
り
.
ど
の
様
に
使
用
さ
れ
で
い
る
か
に
つ
い
て

見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

現
成
公
案
(
5
)
、

恰
恰
現
成
(
4
)
、
処
処
現
成
(
3
)
、
見
成
受
用
(
3
)
、
法
法
現
成
(
2
)
、

現
成
底
事
(
2
)
、
急
磨
現
成
(
2
)
、
物
物
現
成
、
見
成
平
等
、
現
成
家
法
、
見
成
活

計
、
自
然
見
成
、
自
是
見
成
、
元
自
見
成
、
見
成
不
間
、
各
々
(
1
)
回
と
な
つ
て

い
る
。

右
の
様
に
使
用
法
か
ら
み
る
と
「恰
恰
現
成
」
に
代
表
さ
れ
る
の
で
、
初
め
に

前
に
あ
げ
た
(
7
)
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
(
7
)
は
、
長
薦
崇
福
禅
院

(健
淡
ノ葬
航
朝

入
院
)
で
の
、
会
下
の
修
行
者
に
自
ら
努
め
て
弁
道
せ
よ
と
勧
め
て
い
る
小
参

の
一
部
で
あ
る
。

根
根
塵
塵
無
非
仏
事
、
行
々
歩
々
皆
是
道
場
、

修
行
と
い
う
と
何
か
日
常

一
般
の
生
活
と
か
け
離
れ
た
別
の
こ
と
の
様
に
思
い

が
ち
で
あ
る
が
、
此
処
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
眼
で
見
、
耳
で
聞
き
、
手
で
触

れ
る
こ
と
、
そ
の
他
に
仏
事
は
な
く
、
行
住
坐
臥
に
働
く
と
こ
ろ
が
そ
の
ま

仏
の
道
場
で
あ
る
。
即
ち
主
体
と
客
体
、
内
と
外
、
自
と
他
、
共
に
仏
事
に
非

ざ
る
こ
と
な
く
、
我
々
の
日
常
の
坐
作
進
退
が
み
な
道
場
で
あ
る
。

恰
恰
見
成

無

一
継
毫
移
易
処
、

見
る
、
聞
く
、
話
す
、
行
く
、
起
き
る
、
動
く
、
そ
の
当
処
に
仏
の
相
が
現
わ

れ
る
、
い
や
そ
れ
が
仏
の
相
そ
の
も
の
で
あ
つ
て
、
ど
ん
な
些
細
な
事
柄
で
も

仏
の
相
の
現
わ
れ
で
な
い
も
の
は
微
塵
も
あ
り
得
な
い
。
即
ち
、
見
る
当
処
、

聞
く
当
処
、
笑
う
当
処
、
合
掌
礼
拝
す
る
当
処
が
、
仏
の
相
そ
の
も
の
で
あ
る

か
ら

「自
然
即
物
契
レ神
、
砥
磨
返
常
合
レ道
」
と
(
7
)
の
後
に
云
わ
れ
る
。
「恰

恰
」
に
は
、
「丁
度
、
適
当
、
心
を
用
い
る

(
ね
ん
ご
ろ
)」
と
い
う
意
味
が
あ

る
が
、

此
処
で
は
、
見
る
当
処
、

聞
く
当
処

の
当
処
と

し
た
ら
意
味

が
ぴ

つ
た

り
す
る
で
あ

ろ
う
。

次

に

「
現
成
公
案
」
に
つ
い
て
(
2
)
を
見
よ
う
ひ
(
2
)
は
円
通
崇
勝
禅
院

(
鞘
隙
肛

一二萄
嫡
入
院
)

で
の
上
堂
語
で
、
無
心
、

無
相
、

(
空
身
)

な
ら
ば
随
処
に
主

と

な

り
自
由
自
在
に
活
躍
が
出
来

る
こ
と
を

示
し

て
い
る
。

頭
頭

和
合

因
縁
、

恰
恰
現
成
公
案

因
縁
に
依

つ
て
和
合

し
た
種

々
の
相
は
、

そ
の
ま

そ
の
当
処

に
お
い
て
仏

の

相

の
現
わ
れ
で
あ

り
、
公
府

の
案
憤

の
如
く
誰
れ
も
動

か
す
こ
と
の
出
来
な

い

現
前
た
る
事
実
で
あ
る
。
即
ち
、

悟
道

の
機
縁
と
な

つ
た
霊
雲

に
あ

つ
て
は
在

眼

日
見
、

香
厳
に
と

つ
て
は
在
耳

日
聞

と
云
う

こ
と
に
な
り
、
開
鎖
、

分
疎
、

是
非
、

回
互
不
回
互

の
二
辺
に
渉

ら
ず
、

し
か
も
不
染
著
、

不
造
作
、
不
労
施

設

の
事
実

で
あ
る
。

次
に

「
処
処
見
成
」
に

つ
い
て
み
よ
う
。
(
2
5
)

は
巻
六
法
語

の

一
つ
で
あ
り
、

歴
代
祖
師

は
霊
明
な
る
只
箇
の
家
風
を
聯
連

と
伝
え

て
い
る
こ
と
を
示
し
、

応

ず
る
時
は
只
だ
応
ず
、

照
す
と

こ
ろ
は
只
だ
照
す

の
み
で
あ

る
か
ら
、

威
儀
盛

ん
に
し
て
昧
ま
す

こ
と
な
く
仏

の
家
風
を
挙
揚
し
、

い

つ
で
も
ど
こ
で
も
仏

の

こ
こ
ろ

相
が
照
応

さ
れ
る
か
ら
、
仏
を
受
用
す
る
も
し
な

い
も
修
行
者

の
意
次
第

で
あ

る

こ
と
を
述

べ
て

い
る
。
即
ち

「
雲
無

心
而
雨
」
「
東
方
来
者
東
方
座
」
と
し

て

任
運
自
在
、
我

々
は
十

二
時
中
、
仏
を
眼
に
満
ち
耳
に
満
ち
て
受

用
し
て
い
る
。

処

処
見
成

は
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
具
体
的
事
物
を
以

て
仏

の
相
を
現
す

と
い

う
意
味
な
ら
ば
、

処

々
を
物

々
、
法
法
、

急
麿
現
成
と
置
き
か
え
て
も
同
じ
意

味

と
な
る
。

以
上
、

こ
の

『
広
録
』
中
に
は
現
成

に
対
す

る
直
接

の
説
明
解
釈
は
み
あ

た

ら
な
い
。
従

つ
て
そ
の
前
後

の
語
句

の
意
味

か
ら

「
現
成
」

の
意
味
を
考
察

し

た
次
第

で
あ

る
。

『
宏
智
禅
師
広
録
』

の

「
現
成
」

に
つ
い
て

(
新

野
)
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